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神戸生物クラブとは
・昭和31（1956）年に大丸百貨店の神戸生物同
好会を前身として設立

・兵庫県生物学会神戸支部の小学校の先生方に
対して同好会の引き受け依頼があり、理科研修
部を中心に引き受けた
・一回の採集会に3000人の児童が参加したこと
もあった
春名利雄（1996）神戸生物クラブの誕生．兵庫生物，11（2）：90
白岩卓巳（2007）半世紀の歴史を重ねた「神戸生物クラブ」．In：兵庫
県生物学会(編)兵庫の自然今昔，50，神戸新聞総合出版センター，神
戸．

特徴
・野外での生き物採集と標本づくり
・小学校教員が中心となって運営
・神戸市教育委員会後援
・兵庫県生物学会会員など生物の専門家が指導
員として協力
・会員は小学生
・保護者同伴



会員募集チラシとガイドブック

発表者によるかかわり
1963年～1965年 会員
1989年～1994年 指導員
2009年～ 指導員



ガイドブックの内容：標本の作り方



ガイドブックの内容：
月例会の場所



活動記録の例 2014年度



押部谷・明石川観察会

演者は水生生物の説明担当

神戸電鉄押部谷駅に集合、
明石川まで散策、現地
（黄矢印）で採集と生物
の説明



観察会の様子と採集生物
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図1．観察会の様子と採集生物．A：採集風景（2011/5/15），B：指導員（右下）の説明を聞く参加者
（2014/5/11），C：カワヨシノボリ（2014/5/11），D：ニホンイシガメ（2011/5/15）．





押部谷・明石川広域

上流で木津川と木見川に分かれる



神戸の水と生物（1979）との比較

神戸市環境局・（社）瀬戸内海環境保全協会（1979）神戸の水と生物．（木津川、木見川合流地点で調査）

生物クラブで新たに見られた魚種：
ナマズ、ブルーギル、ミナミメダカ

生物クラブで見られなかった魚種：
スジシマドジョウ、シマドジョウ
（現在のチュウガタスジシマドジョウ、
オオシマドジョウ）、タモロコ

共通して見られた魚種：
オイカワ、カワムツ、カマツカ、フナ、
モツゴ、ドンコ、カワヨシノボリ、ヨ
シノボリ（現在のシマヒレヨシノボ
リ）



現在の調査地周辺

①調査地（下流から）2021/12/24 

③下流の堰 2021/12/24 ④木見川の落差工 2023/6/19

②2023/2/27

多様な環境が失われた
河川改修により河床が掘り

下げられ、川幅いっぱいにあ
る程度の水深のあるトロのよ
うな部分が続いていた。その
結果、瀬、たまりなどが失わ
れた。
→ 観察会ができなくなった
→ 生息できない魚種が出て
くる

水生生物の移動が阻害される
落差工や堰によって縦方向

の移動が困難になり、魚種に
もよるが生息地の分断が進み、
遺伝子交流がなくなる。
→ 局所的な絶滅が進む



落差工への対応例

水辺のこわざ魚道：加古川水系美囊川の例
明石川にも設置してほしい



おわり


